
 

 

 

 

 

 

 

「大人になって良かった」 

─初稿─ 
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１
． 

中
学
校
・
運
動
場
（
昼
） 

内
田
歩
（
１
４
）
の
激
し
い
息
遣
い
。 

歩
、
ヘ
ロ
ヘ
ロ
に
な
り
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
を
走
っ
て
い
る
。 

３
年
３
組
の
生
徒
た
ち
、
男
女
と
も
に
全
員
ま
っ
た
り
と
休

憩
し
て
い
る
。 

歩
、
息
も
絶
え
絶
え
に
ゴ
ー
ル
。
そ
の
場
に
倒
れ
込
む
。 

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
、
遠
巻
き
に
一
瞥
す
る
だ
け
。 

笑
い
な
が
ら
囁
き
合
っ
て
い
る
生
徒
も
い
る
。 

体
育
教
師
、
生
徒
た
ち
に
声
を
掛
け
る
。 

教
師 

「
じ
ゃ
あ
今
日
か
ら
体
育
祭
に
向
け
て
特
訓
な
。
学
年
種
目
は
大
縄

跳
び
で
す
。
こ
れ
で
最
後
に
大
逆
転
も
あ
る
か
ら
、
頑
張
れ
よ
」 

歩
、
倒
れ
た
ま
ま
呆
然
と
し
て
い
る
。 

生
徒
た
ち
、
こ
そ
こ
そ
と
話
す
。 

生
徒 

「
内
田
い
る
の
に
勝
て
ん
の
？
」 

生
徒 

「
去
年
も
一
昨
年
も
、
内
田
く
ん
の
ク
ラ
ス
が
最
下
位
じ
ゃ
な
か
っ

た
っ
け
？
」 

生
徒 

「
終
わ
っ
た
わ
ー
」 

歩
、
急
に
吐
き
気
が
こ
み
あ
げ
て
き
て
、
え
づ
く
。 

 

２
． 

中
学
校
・
運
動
場
（
昼
） 

生
徒
た
ち
、
大
縄
跳
び
の
練
習
を
し
て
い
る
。
声
を
出
し
て

カ
ウ
ン
ト
し
な
が
ら
、
一
斉
に
縄
を
跳
ん
で
い
る
。 

一
同 

「
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６…

…

」 

縄
が
止
ま
る
。
生
徒
た
ち
、
足
元
を
見
る
。 

歩
の
足
が
縄
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
。 

歩
、
慌
て
て
縄
を
跨
ぎ
、
怯
え
た
表
情
。 

た
め
息
が
広
が
る
。 

生
徒 

「
ま
た
か
ぁ…

…

」 

生
徒 

「
１
０
回
も
い
か
な
い
の
、
や
ば
す
ぎ
る
っ
て
」 

生
徒 

「
て
か
女
子
よ
り
跳
べ
な
い
こ
と
あ
る
？
」 

縄
が
再
度
回
り
始
め
る
。 

生
徒
た
ち
、
カ
ウ
ン
ト
し
な
が
ら
跳
ぶ
。 

一
同 

「
１
、
２
、
３
、
４…

…

」 

縄
が
止
ま
る
。
歩
の
足
が
縄
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
。 
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た
め
息
や
舌
打
ち
が
広
が
る
。 

 

３
． 

中
学
校
・
運
動
場
（
昼
） 

別
日
。
運
動
場
の
隅
に
大
縄
が
転
が
っ
て
い
る
。 

大
縄
跳
び
の
練
習
の
合
間
。 

生
徒
た
ち
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
。 

歩
の
チ
ー
ム
は
、
歩
だ
け
が
コ
ー
ト
に
残
っ
て
い
る
。 

運
動
部
ら
し
い
男
子
３
人
が
、
ヘ
ラ
ヘ
ラ
笑
い
な
が
ら
剛
速

球
で
歩
を
狙
い
続
け
て
い
る
。 

歩
、
怯
え
な
が
ら
ひ
た
す
ら
ボ
ー
ル
を
避
け
続
け
て
い
る
。 

生
徒 

「
全
然
当
た
ん
な
い
ん
だ
け
ど
」 

生
徒 

「
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
狙
え
っ
て
」 

歩
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、
コ
ー
ト
の
外
か
ら
呆
れ
た
よ
う
に
声

を
掛
け
る
。 

生
徒 

「
内
田
ボ
ー
ル
取
れ
っ
て
」 

生
徒 

「
取
る
か
当
た
る
か
し
な
い
と
終
わ
ん
な
い
よ
」 

そ
の
時
、
剛
速
球
が
歩
の
顔
面
に
直
撃
。 

歩
、
顔
を
押
さ
え
て
し
ゃ
が
み
こ
む
。 

生
徒 

「
顔
面
だ
か
ら
セ
ー
フ
じ
ゃ
ね
？
」 

生
徒 

「
体
当
て
な
い
と
」 

し
ゃ
が
ん
で
悶
絶
す
る
歩
の
背
中
に
球
が
当
て
ら
れ
る
。 

生
徒 

「
終
了
～
」 

ヘ
ラ
ヘ
ラ
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る
男
子
た
ち
。 

歩
を
遠
巻
き
に
眺
め
て
コ
ソ
コ
ソ
喋
っ
て
い
る
女
子
た
ち
。 

俯
い
て
顔
を
押
さ
え
て
い
る
歩
。 

両
手
の
隙
間
か
ら
、
涙
目
が
覗
い
て
い
る
。 

 

４
． 

中
学
校
・
運
動
場
（
昼
） 

生
徒
た
ち
、
大
縄
跳
び
の
練
習
を
し
て
い
る
。 

一
同 

「
１
、
２
、
３
、
４
、
５…

…

」 

縄
が
止
ま
る
。
た
め
息
が
広
が
る
。 

歩
、
慌
て
て
足
元
を
見
る
。
引
っ
掛
か
っ
て
い
な
い
。 

生
徒 

「
ま
た
内
田
？
」 

歩 
 

「
え
、
い
や
、
ち
が…

…

」 
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一
人
の
生
徒
が
慌
て
て
縄
を
跨
ぎ
、
素
知
ら
ぬ
顔
を
す
る
。 

歩
、
そ
れ
に
気
づ
く
も
咄
嗟
に
声
を
出
せ
な
い
。 

生
徒 

「
も
う
絶
対
勝
て
な
い
じ
ゃ
ん
」 

生
徒 

「
や
る
意
味
な
い
よ
。
今
日
は
も
う
や
め
よ
」 

生
徒
た
ち
、
撤
収
し
始
め
る
。 

歩
、
茫
然
と
立
ち
尽
く
し
、
俯
く
。 

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
体
育
教
師
が
近
づ
い
て
来
る
。 

教
師 
「
な
あ
、
悔
し
い
よ
な
？ 

見
返
し
て
み
ろ
よ
」 

と
、
軽
く
肩
を
叩
き
、
去
る
。 

顔
を
上
げ
た
歩
、
教
師
の
背
中
を
睨
み
つ
け
て
い
る
。 

 

５
． 

住
宅
街
・
道
路
（
早
朝
） 

歩
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
い
る
。 

息
は
荒
く
、
不
格
好
な
フ
ォ
ー
ム
。 

 
 
×

 
 
×
 

 
×

 

道
路
脇
の
電
柱
に
手
を
つ
き
、
え
ず
い
て
い
る
。 

 

６
． 

住
宅
街
・
自
宅
前
（
夜
） 

歩
、
息
も
荒
く
縄
跳
び
を
し
て
い
る
。 

縄
が
足
に
引
っ
掛
か
る
。
再
度
跳
び
始
め
る
。 

数
回
跳
ぶ
う
ち
に
バ
テ
て
く
る
。 

縄
が
足
に
絡
ま
り
、
こ
け
る
。 

地
に
伏
せ
た
ま
ま
息
を
整
え
る
。 

お
も
む
ろ
に
立
ち
上
が
る
。
膝
に
血
が
滲
ん
で
い
る
。 

歩
、
再
三
跳
び
始
め
る
。 

 

７
． 

住
宅
街
・
道
路
（
早
朝
） 

歩
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
い
る
。 

フ
ォ
ー
ム
が
少
し
綺
麗
に
な
っ
て
い
る
。 

 

８
． 

住
宅
街
・
自
宅
前
（
夜
） 

歩
、
ひ
た
す
ら
縄
跳
び
を
し
て
い
る
。 

止
ま
る
こ
と
な
く
跳
び
続
け
て
い
る
。 
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９
． 

中
学
校
・
体
育
館
（
昼
） 

生
徒
た
ち
、
ト
ラ
ッ
ク
を
走
っ
て
い
る
。 

最
後
尾
の
歩
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
を
な

ん
と
か
走
っ
て
い
る
。 

既
に
ゴ
ー
ル
し
て
い
る
生
徒
と
体
育
教
師
、
少
し
驚
い
た
表

情
で
歩
を
見
て
い
る
。 

生
徒
た
ち
が
ゴ
ー
ル
。
ま
も
な
く
し
て
、
歩
も
ゴ
ー
ル
。 

歩
、
倒
れ
込
み
そ
う
に
な
る
が
踏
み
と
ど
ま
る
。 

体
育
教
師
、
関
心
し
た
様
子
で
近
づ
い
て
来
る
。 

教
師 

「
内
田
。
速
く
な
っ
た
な
」 

と
、
歩
の
背
中
を
叩
く
。 

歩
、
堅
い
表
情
。 

 

１
０
． 

中
学
校
・
運
動
場
（
昼
） 

生
徒
た
ち
、
大
縄
跳
び
の
練
習
を
し
て
い
る
。 

一
同 

「
３
、
４
、
５
、
６
、
７
、
８
、
９
、
１
０…

…

」 

生
徒
た
ち
、
跳
び
な
が
ら
驚
い
た
表
情
。 

歩
、
必
死
に
跳
ん
で
い
る
。 

一
同 

「
１
１
、
１
２
、
１
３
、
１
４
、
１
５…

…

」 

縄
が
止
ま
る
。 

生
徒
た
ち
、
慌
て
て
足
元
を
見
る
。 

生
徒 

「
あ…

…

私
だ
。
ご
め
ん
」 

生
徒
た
ち
、
戸
惑
っ
た
様
子
で
「
い
や
別
に…

…

」、

「
大

丈
夫
」
な
ど
と
口
走
る
。
歩
を
盗
み
見
て
い
る
生
徒
も
い
る
。 

歩
、
荒
く
息
を
吐
き
な
が
ら
手
で
汗
を
拭
っ
て
い
る
。 

 
 
×

 
 
×
 

 
×

 

再
度
、
大
縄
が
回
っ
て
い
る
。 

一
同 

「
２
７
、
２
８
、
２
９
、
３
０…

…

」 

縄
が
止
ま
る
。 

生
徒
た
ち
、
足
元
を
見
る
。 

そ
れ
か
ら
、
黙
っ
て
内
田
を
見
る
。 

歩 
 

「…
…

ご
め
ん
」 

生
徒
た
ち
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

生
徒 

「…
…

ど
し
た
ん
」 
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歩
、
何
を
聞
か
れ
た
か
分
か
っ
て
い
な
い
様
子
。 

生
徒 

「
す
ご
い
じ
ゃ
ん
」 

生
徒 

「
な
ん
か
あ
っ
た
？
」 

歩 
 

「
あ
、
い
や
、
ま
あ…

…

。
自
主
練
と
か…

…

」 

生
徒
た
ち
、
賑
や
か
に
な
る
。 

生
徒 

「…
…

え
ら
」 

生
徒 

「
や
ば
い
ん
だ
け
ど
」 

生
徒 
「
す
げ
ー
」 

生
徒 

「
や
る
な
、
お
前
」 

歩
、
堅
い
表
情
で
お
ず
お
ず
と
頭
を
下
げ
る
。 

 

１
１
． 

中
学
校
・
校
門
（
昼
） 

体
育
祭
本
番
。 

校
門
に
「
南
中
学
校 
体
育
祭
」
と
掲
げ
ら
れ
た
モ
ー
ル
。 

歩
が
嘔
吐
す
る
声
。 

 

１
２
． 

運
動
場
・
男
子
ト
イ
レ
（
昼
） 

歩
、
個
室
の
便
器
に
向
か
っ
て
盛
大
に
吐
い
て
い
る
。 

外
か
ら
は
、
競
技
を
実
況
す
る
声
や
賑
や
か
な
声
援
な
ど
が

聞
こ
え
る
。 

歩
、
少
し
落
ち
着
い
て
顔
を
上
げ
る
。 

涙
目
だ
が
、
鋭
い
目
つ
き
。 

 

１
３
． 

中
学
校
・
運
動
場
（
昼
） 

運
動
場
の
あ
ち
こ
ち
で
、
い
く
つ
も
の
ク
ラ
ス
が
大
縄
跳
び

を
し
て
い
る
。 

ど
の
ク
ラ
ス
も
大
声
で
回
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。 

３
年
２
組
の
生
徒
た
ち
「
３
５
、
３
６
、
３
７…

…

」 

２
組
の
縄
が
止
ま
る
。 

残
念
そ
う
な
声
を
あ
げ
て
そ
の
場
に
座
る
。 

３
年
１
組
の
生
徒
た
ち
「
４
１
、
４
２
、
４
３…

…

」 

１
組
の
縄
が
止
ま
る
。
残
念
そ
う
に
そ
の
場
に
座
る
。 

残
っ
て
い
る
ク
ラ
ス
が
、
４
組
と
、
歩
の
３
組
だ
け
に
な
る
。 

３
年
３
組
の
生
徒
た
ち
「
４
６
、
４
７
、
４
８…

…

」 
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数
え
る
声
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
る
。 

歩
、
必
死
の
形
相
で
跳
び
続
け
て
い
る
。 

３
年
３
組
の
生
徒
た
ち
「
４
９
、
５
０
！
」 

４
組
の
縄
が
止
ま
る
。 

３
年
３
組
の
生
徒
た
ち
「
５
１
、
５
２
、
５
３…

…

」 

跳
び
な
が
ら
、
優
勝
に
気
づ
い
た
生
徒
た
ち
が
ど
よ
め
く
。 

実
況
放
送
「
あ
、
今
４
組
が
５
０
回
で
止
ま
り
ま
し
た
。
と
い
う
訳
で
、
優

勝
は
３
組
で
す
！
」 

３
組
の
縄
が
止
ま
り
、
一
同
大
歓
声
。 

飛
び
跳
ね
て
抱
き
合
っ
て
い
る
。 

歩
、
ヘ
ロ
ヘ
ロ
に
な
っ
て
そ
の
場
に
倒
れ
か
け
る
。 

そ
ば
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
体
を
支
え
る
。 

生
徒 

「
内
田
す
げ
え
、
マ
ジ
で
す
げ
え
よ
！
」 

体
育
教
師
も
駆
け
寄
っ
て
く
る
。 

教
師 

「
よ
く
頑
張
っ
た
」 

歩 
 

「
う
、
う
う…

…

」 

歩
、
ボ
ロ
ボ
ロ
と
泣
き
始
め
る
。 

歩 
 

「
や
っ
た…

…

。
や
っ
と…

…

」 

教
師 

「
や
っ
た
な
あ
。
ほ
ん
と
に
良
か
っ
た
な
あ
」 

生
徒
や
教
師
た
ち
、
貰
い
泣
き
し
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

歩 
 

「
や
っ
と…

…

。
こ
れ
で
や
っ
と
解
放
さ
れ
る…

…

」 

生
徒
や
教
師
た
ち
、
困
惑
の
表
情
。 

歩
、
人
目
も
は
ば
か
ら
ず
、
む
せ
び
泣
く
。 

 

１
４
． 

マ
ン
シ
ョ
ン
・
歩
の
部
屋
（
朝
） 

内
田
歩
（
３
０

）、

は
っ
と
目
を
覚
ま
す
。 

息
は
荒
く
、
顔
色
が
良
く
な
い
。 

上
半
身
を
起
こ
し
、
部
屋
を
見
渡
す
。 

質
素
な
社
会
人
の
部
屋
。
壁
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ー
ツ
が
掛
か

っ
て
お
り
、
床
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
バ
ッ
グ
が
転
が
っ
て
い
る
。 

歩
、
少
し
表
情
を
和
ら
げ
る
。 

自
身
を
落
ち
着
け
る
よ
う
に
大
き
く
息
を
吐
き
出
す
。 

心
底
安
堵
し
た
表
情
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

お
わ
り 


